
4. Session D の嘩溜菩約

森口： ALGOLの文法

ALG百Lを例題によって説明する n

y =v'プ了

Y 1 : = 1 ; 

直百 P: Y O : = Y 1 ; Y 1 : = 0. 5 (A/ Y O + Y O) ; 

if (abs (YO-Y 1)>TEST); go to LOOP; 

s = e 
y 

N: = 1 ; 1': =Y; S: = 1 +Y; 

L百万 P:N:=N+1;T:=(TXY)/N;S=SXT; 

if (abs (T)? -9) ;gotoL百百 p ; 
= 10 

F=K! 

F:=1; for V=  1 (1)K; F:=FXV; 
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IC IP /N S/C 3には ALGOLの製作に関する基本構想が述べられて

し、る。

ALGOLでは多頃式の形 0)函数は function declaration では

declareできないので procedureによらなけれはならない。この不

便を除くための modification も提案されている＾

日本では ALG百Lによっているいるなプログラムを書いて蓄稼する

ことによって意見を出すようになる 0)がよいと思ぅ n

〔参考資料〕

communication of ACM に， 1 9 5 8年 12月から 19 5 9年

9月までの間に掲載された IA L関係の論文＾

井上： FACOM-202 に使用される Automatic; Coding Routine 

iこついて
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Il Translator(I)大凡の構造

文献 4) に紹介されている Fortran(l）手法は次 (l)ようになる n nor-

malization では次のように括弧を挿入して式の形を整える。

指数演算 米米 → ）米米（

乗除算 *. 1 ） )) * (( ＇ 
)) / (( 

加減算 + ,— → ))) +(((,)))~((( 

例 X=A+H米米 C/ lJ 

→X= (((A)))+(((B)※＊ （C))/((LJ))). 

更に，

X = + (* (** (A))) + (* (** (B) ** (C)）／ （米米 (LJ))).

この敢 後の形 を normal f ocm という。

且 level analysis 

例 X=A+BXC+ (D+E) XF; 

X 

A

+

B

X

C

+

 

D+E)XF 

I l I 2 l liク

入

X X=  

A 

＋ A X=A+ 

B 

X B X=A+HX 

C 

+ws 1 X=A+WS1+ 

X=A+WS 1 +( 

lJ 

Compilation 

HxC→ WS1 

+ u X=A+WS1+(1J十

E 

) ws2 X=A+WS1+ り十E→ lrS2

xws2 X=A+ws1+ws2x 

F 
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WS3 X=A+Ws1+ws3 WS2XF→ WS3 

W S 4 X= A+W S 1 +W S 3→ WS4 

WS4→ X 

竹下： Symbolic Interpretive System for IBM 650-653 

650 FORTRAN, S百AP という優秀なものがあるのに SIS を

作った理由は，

(1) F百RTRAN では

F 百 RTRAN~ SOAP--->machine langnage というように，

processing timeが solution timeにくらべて長いn

(2) F万RTRAN では駆りを訂正するのにいちいち compile し直さな

ければならない n

という点にあかまた SI Sは 3-address であるから， F百RTRAN 

では容謹が足りない問題でも， S I Sではオ笈える場合がある。

記号の使い万は S百APと全く同じである。
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